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要 旨  

【 目 的 】本 研 究 の 目 的 は 、都 市 郊 外 に 居 住 す る 介 護 認

定 を 受 け て い な い 高 齢 者 を 対 象 と し て 、健 康 3 要 因 、

社 会 経 済 的 要 因 及 び 就 労 が 3 年 後 の 新 規 要 介 護 度 に

影 響 す る 因 果 構 造 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

【 方 法 】 研 究 方 法 は 、 2 0 0 1 年 9 月 都 市 郊 外 に 居 住 す

る 在 宅 高 齢 者 1 6 , 4 6 2 人 全 員 を 対 象 と し て 得 ら れ た

1 3 , 1 9 5 人 （ 回 収 率 8 0 . 2 % ） を 追 跡 対 象 と し た 郵 送 法

に よ る 自 記 式 質 問 紙 調 査 で あ る 。 2 0 0 1 年 9 月 時 点 で

要 介 護 2 以 上 の 認 定 を 受 け て い る 高 齢 者 1 4 9 人 を 除

く 8 , 1 3 6 人 を 分 析 対 象 と し 、3 年 後 の 要 介 護 度 の 変 化

を 分 析 し た 。 分 析 に は S P S S 1 9 . 0 J ・ A m o s 1 9 . 0 J  f o r  

W i n d o w s を 用 い た 。  

【 結 果 】探 索 的 因 子 分 析 の 結 果 、5 因 子 が 抽 出 さ れ た 。

第 1 因 子 は 「 近 所 つ き あ い 」、「 地 域 活 動 」、「 趣 味 活

動 」、「 外 出 」 が 抽 出 さ れ “ 社 会 的 健 康 ”（“ ” は 潜 在 変

数 を 示 す ） と 命 名 し た 。 第 2 因 子 「 主 観 的 健 康 感 」、

「 昨 年 比 較 健 康 」、「 治 療 中 疾 病 数 」、「 生 活 満 足 感 」を

“ 精 神 的 健 康 ”、 第 3 因 子 「 I A D L 」、「 B A D L 」 を “ 身

体 的 健 康 ”、 第 4 因 子 「 等 価 収 入 額 」、「 学 歴 」 を “ 社

会 経 済 的 要 因 ”、 第 5 因 子 「 仕 事 日 数 」、「 仕 事 の 生 き

が い 」 を “ 就 労 ” と 命 名 し た 。 5 つ の 因 子 寄 与 率 は

5 4 . 9 % で あ っ た 。  

3 年 後 の 新 規 要 介 護 度 を 規 定 す る 直 接 効 果 が 最 も 大

き く 影 響 し た 要 因 は 、 健 康 3 要 因 か ら 要 介 護 度 で 、

男 性 - 0 . 4 4 5 、 女 性 - 0 . 5 8 5 で あ っ た 。 就 労 か ら 要 介 護

度 へ の 直 接 効 果 は 、 男 性 0 . 0 1 3 、 女 性 0 . 0 1 5 と 影 響 は

小 さ く 、 健 康 3 要 因 か ら 要 介 護 度 へ の 総 合 効 果 は 、

男 性 - 0 . 4 4 5 、女 性 - 0 . 5 8 4 で あ っ た 。 3 年 後 の 新 規 要 介

護 度 の 決 定 係 数 は 2 0 ～ 3 4 % で あ り 、 こ の モ デ ル の 適
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合 度 指 数 は N F I = 0 . 9 3 0 、 C F I = 0 . 9 3 4 、 R M S E A = 0 . 0 3 9

と 高 い 適 合 度 が 得 ら れ た 。  

【 結 論 】 介 護 認 定 を 受 け て い な い 6 5 歳 以 上 の 都 市 部

郊 外 に 居 住 す る 高 齢 者 の 就 労 は 、3 年 後 の 新 規 要 介 護

度 に は 直 接 影 響 せ ず 、社 会 経 済 的 要 因 に 支 え ら れ た 健

康 3 要 因 の 維 持 が 要 介 護 度 を 抑 制 す る 因 果 構 造 が 明

ら か に な っ た 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 都 市 高 齢 者 、 就 労 、 健 康 3 要 因 、 社 会

経 済 的 要 因  
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Ⅰ ． 緒 言   

わ が 国 は 、 急 速 な 高 齢 化 に よ り 6 5 歳 以 上 の 総 人 口

に 占 め る 割 合 が 平 成 2 6 年 に 2 6 % と な り 超 高 齢 社 会 に

突 入 し た 。 平 成 2 6 年 度 要 介 護 別 認 定 者 は 、 5 8 6 万 人

と な り 、介 護 保 険 ス タ ー ト 時 点 と 比 較 し て 2 . 7 倍 に 増

大 し 、 介 護 保 険 財 政 の 規 模 は 平 成 2 6 年 度 介 護 保 険 総

費 用 が 9 . 2 兆 円 ま で 膨 れ 上 が り 、 平 成 1 2 年 よ り 2 . 6

倍 の 伸 び を 示 し て い る 1 )。 平 成 2 7 年 に は 、 団 塊 の 世

代 が 6 5 歳 以 上 と な り 、 そ の 1 0 年 後 に 後 期 高 齢 者 に

移 行 す る こ と で 日 本 の 高 齢 化 は ピ ー ク を 迎 え 、高 齢 化

率 は 平 成 4 2 年 に 3 1 . 6 % に 達 す る こ と が 見 込 ま れ て い

る 。要 介 護 認 定 率 の 地 域 較 差 に つ い て は 、要 支 援 の 較

差 が 大 き い こ と 2 )  や 、 重 度 要 介 護 認 定 率 と 入 院 受 療

率 と の 強 い 相 関 が み ら れ 3 , 4 )  、在 宅 者 が 要 介 護 状 態 に

変 化 し に く い こ と が 明 ら か に さ れ て い る 5 )。  

要 介 護 度 の 変 動 で は 、 時 間 の 経 過 と と も に 重 症 者 の

構 成 率 が 相 対 的 に 高 ま り 6 )  、 要 介 護 度 が 増 す に 従 っ

て 死 亡 率 は 増 加 す る と 報 告 さ れ て い る 7 )  。 日 常 生 活

自 立 度 と 生 命 予 後 と の 関 連 に お い て は 性 差 が み ら れ

8 )  、 女 性 の 要 介 護 者 の 増 加 が 懸 念 さ れ る 9 )  。 介 護 予

防 に 寄 与 す る 要 因 は 、 主 観 的 健 康 感 や 生 活 動 作 能 力 、

趣 味 活 動 や 年 間 所 得 、か か り つ け 歯 科 医 師 が い る こ と

が あ げ ら れ て い る 1 0 )  。し か し 、 こ れ ら は い ず れ も 要

介 護 認 定 を 受 け た 高 齢 者 の 経 年 変 化 を 追 跡 し た も の

で あ る 。介 護 認 定 を 受 け た 対 象 者 の 維 持 ・ 改 善 や 悪 化

予 防 の 支 援 と と も に 、地 域 で 自 立 し て い る 高 齢 者 が 新

規 に 介 護 を 受 け る こ と を 予 防 す る 地 域 支 援 が 重 要 で

あ る 。新 規 に 要 介 護 認 定 に 至 る 要 因 に つ い て は 、疾 患

数 や 健 康 管 理 、転 倒 歴 、咀 嚼 力 低 下 、友 人 と 会 う 頻 度

や 自 主 活 動 参 加 、 仕 事 や 家 事 活 動 と い っ た 身 体 活 動 、
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歩 行 能 力 、ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク ・ ソ ー シ ャ ル サ ポ

ー ト が 要 介 護 認 定 に 大 き く 影 響 し て い る 1 1 - 1 4 )  。  

団 塊 の 世 代 が 7 5 歳 を 迎 え 、 今 後 予 測 さ れ る 大 介 護

時 代 に 突 入 す る に あ た り 、 平 成 2 6 年 に 医 療 介 護 確 保

推 進 法 が 制 定 さ れ た 。こ れ に 伴 う 介 護 保 険 法 の 改 正 で

は 、生 活 支 援 サ ー ビ ス の 充 実 と 高 齢 者 の 社 会 参 加 に お

い て 元 気 な 高 齢 者 が 支 援 の 担 い 手 と し て 活 躍 す る こ

と が 期 待 さ れ て お り 、高 齢 者 が 社 会 的 役 割 を 担 う こ と

は 生 き が い や 介 護 予 防 に も つ な が る 。  

わ が 国 の 高 齢 者 の 就 業 の 現 状 を み る と 、労 働 力 率 は

国 際 的 に み て も 高 く 、就 労 の 理 由 に「 健 康 上 の 理 由 」、

「 生 き が い ・ 社 会 参 加 の た め 」と の 回 答 も 増 え て い る

1 5 )  。 高 齢 者 に お け る 学 歴 と 所 得 は 、 そ の 後 の 生 存 と

関 連 す る こ と が W i l k i n s o n 1 6 ) に よ っ て 報 告 さ れ て お

り 、 L e i n s a l u ら 1 7 ) 、 J o u s i l a h t i ら 1 8 )  に よ っ て 最 終

学 歴 が 長 寿 と 関 連 す る こ と が 明 ら か で あ る 。 M a n o u x

ら 1 9 ) の 研 究 で は 学 歴 が そ の 後 の 望 ま し い 職 業 に つ な

が り 結 果 的 に 収 入 額 を 高 め る こ と を 経 て 間 接 効 果 と

し て 精 神 的 健 康 度 を 規 定 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 

わ が 国 に お け る 高 齢 者 の 生 存 と 社 会 的 経 済 的 要 因

と の 関 連 で は 生 存 日 数 に 対 す る 社 会 経 済 的 要 因 の 効

果 と し て 健 康 関 連 指 標 を 経 由 し た 間 接 効 果 が 認 め ら

れ 「 等 価 収 入 」 が 「 幸 福 感 」 と 「 生 活 満 足 感 」 を 介 し

て「 主 観 的 健 康 感 」と 間 接 的 に 関 連 し て い る こ と が 明

ら か に な っ て い る 2 0 )  。  

社 会 経 済 的 要 因 と 健 康 3 要 因 と の 因 果 構 造 に つ い て

は 、星 ら に よ っ て 学 歴 と 年 間 所 得 額 と 関 連 す る 社 会 経

済 的 要 因 か ら 規 定 さ れ る 因 果 構 造 が 示 さ れ て お り 2 1 ) 、

前 期 高 齢 者 に お い て 就 労 し て い る 群 が 有 意 に 3 年 後

の 累 積 生 存 率 が 高 い 2 2 , 2 3 ) 。 地 域 で 生 活 す る 元 気 高 齢
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者 へ の 社 会 経 済 的 な 支 援 と 介 護 予 防 に 関 連 す る 支 援

内 容 を 充 実 さ せ る こ と が こ れ か ら の 介 護 予 防 支 援 に

お い て は 重 要 と な る 。し か し 、特 定 の 自 治 体 に お け る

高 齢 者 全 体 を 対 象 に し て 要 介 護 状 態 に な い 高 齢 者 の

要 介 護 予 防 に 寄 与 す る 就 労 と の 関 連 を 社 会 経 済 的 要

因 及 び 健 康 3 要 因 と の 総 合 的 な 関 連 構 造 を 明 ら か に

し た 報 告 は み あ た ら な い 。要 介 護 状 態 に な い 高 齢 者 が

そ の 後 新 規 要 介 護 状 態 に な る 要 因 に 、就 労 を 含 め た 健

康 3 要 因 と 社 会 経 済 的 要 因 と の 総 合 的 な 因 果 構 造 を

明 ら か に す る こ と は 、地 域 の 元 気 高 齢 者 へ の 介 護 予 防

に お け る 効 果 的 で 具 体 的 な 支 援 プ ロ グ ラ ム の 展 開 を

推 進 す る こ と が 期 待 で き る 。  

 

 

Ⅱ ． 目 的   

本 研 究 の 目 的 は 、都 市 郊 外 Ａ 自 治 体 に 居 住 す る 高 齢

者 全 数 を 調 査 対 象 と し て 、要 介 護 状 態 に な い 高 齢 者 が

3 年 後 新 規 に 要 介 護 状 態 に な る 要 因 を 就 労 と 健 康 3 要

因 、社 会 経 済 的 要 因 と の 関 係 を 構 造 的 に 明 確 に し 、今

後 の 介 護 予 防 を め ざ す 施 策 立 案 に お け る 基 礎 資 料 を

得 る こ と で あ る 。  

 

 

Ⅲ ． 方 法  

1.対 象  

調 査 対 象 は 、 都 市 郊 外 に 位 置 す る Ａ 市 在 宅 高 齢 者

( 6 5 歳 以 上 ) の 男 女 1 6 , 4 6 2 人 全 員 を 対 象 と し た 。2 0 0 1

年 9 月 に 郵 送 自 記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し て 回 答

が 得 ら れ た 1 3 , 1 9 5 人 ( 回 収 率 8 0 . 2 % ) を 基 礎 的 デ ー タ

ベ ー ス と し 、 3 年 後 の 2 0 0 4 年 9 月 に 同 様 の 質 問 項 目
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を 用 い た 追 跡 調 査 を 実 施 し た 。  

分 析 対 象 者 は 、3 年 後 に 市 外 に 転 出 し た 5 0 5 人 と 死

亡 9 1 4 人 及 び 2 回 目 の 調 査 に 回 答 し な か っ た 2 , 6 4 2

人 、 2 0 0 1 年 時 点 で 要 介 護 2 以 上 の 介 護 認 定 を 受 け て

い る 高 齢 者 1 4 9 人 を 除 い た 8 , 1 3 6 人 で あ る 。 本 人 に

よ る ア ン ケ ー ト 記 載 が 難 し い 場 合 は 、家 族 等 に よ る 代

諾 者 の 回 答 を 依 頼 し た 。  

 

2 . 分 析 項 目   

調 査 項 目 は 、社 会 経 済 的 要 因 で あ る 年 間 収 入 額 を 含

む 属 性 と と も に 健 康 3 要 因 で あ る 身 体 ・ 精 神 ・ 社 会

的 要 因 、 就 労 、 要 介 護 度 で あ る 。 健 康 3 要 因 で あ る

身 体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 要 因 は 、 2 0 0 1 年 と 2 0 0 4 年

に 調 査 し た 。 社 会 経 済 的 要 因 で あ る 年 間 収 入 額 は

2 0 0 1 年 に 調 査 し 、 学 歴 は 2 0 0 4 年 に 調 査 し た 。  

身 体 的 要 因 は 、 基 本 的 日 常 生 活 動 作 能 力 ( B a s i c  

A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  L i v i n g： B A D L ) と 手 段 的 日 常 生 活

動 作 能 力 ( I n s t r u m e n t a l  A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  L i v i n g ：

I A D L ) と も に 、 治 療 中 の 疾 病 数 を 用 い た 。 B A D L の 設

問 は 、 K a t z 2 4 ) ら が 開 発 し た 指 標 を 参 考 に 「 ト イ レ に

行 け る ( 「  」 は 選 択 肢 と 設 問 を 示 す ) 」「 お 風 呂 に 入

れ る 」、「 外 出 時 に 歩 行 で き る 」と し た 。そ れ ぞ れ の 項

目 に 「 で き る ＝ 1 」、「 で き な い ＝ 0 」 の 選 択 肢 を ス コ

ア 化 し て B A D L 得 点 を 算 出 し 、 最 大 3 点 ～ 最 小 0 点

と し た 。 I A D L の 設 問 は K o y a n o 2 5 ) ら が 開 発 し た 老 研

式 生 活 活 動 指 標 を 参 考 に「 日 常 用 品 の 買 い 物 」、「 食 事

の 用 意 」、「 預 貯 金 の 出 し 入 れ 」、「 年 金 や 保 険 の 書 類 の

作 成 」、「 新 聞 や 書 物 を 読 む 」と し た 。そ れ ぞ れ の 項 目

は B A D L の 項 目 と 同 様 に ス コ ア 化 し 、 I A D L 得 点 を 算

出 し 、 最 大 5 点 ～ 最 小 0 点 と し た 。 治 療 中 の 疾 病 に
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関 す る 設 問 は 、「 現 在 治 療 中 の 疾 病 を 選 ん で く だ さ い 」

と 複 数 の 疾 病 名 か ら 選 択 す る 方 法 と し 、3 年 後 の 生 存

と 統 計 的 に 有 意 な 関 連 が み ら れ た 肝 臓 病 、糖 尿 病 、心

臓 病 、脳 血 管 障 害 を 選 択 し た 場 合 に そ の 疾 病 数 を 治 療

中 疾 病 数 と し た 。  

精 神 的 要 因 は 、主 観 的 健 康 感 と 生 活 満 足 感 、元 気 度

を 過 去 と 比 較 す る 3 項 目 と し た 。主 観 的 健 康 感 は「 あ

な た は 自 分 で 健 康 だ と 思 い ま す か 」と 設 問 し「 と て も

健 康 で あ る 」、「 ま あ ま あ 健 康 」、「 あ ま り 健 康 で な い 」、

「 健 康 で な い 」 の 4 つ の 選 択 肢 と し た 。 生 活 満 足 感

は 「 自 分 の 生 活 に 満 足 し て い ま す か 」、 昨 年 比 較 健 康

は 「 昨 年 と 比 べ て 元 気 で す か 」 と 設 問 し 、 そ れ ぞ れ 3

つ の 選 択 肢 と し た 。  

社 会 的 要 因 の 設 問 は 、外 出 頻 度 、近 所 つ き あ い 、趣

味 活 動 と し た 。 外 出 頻 度 は 、「 外 出 す る こ と が ど の く

ら い あ り ま す か 」 と 設 問 し た 。 近 所 つ き あ い は 、 ｢友

人 や 近 所 の 方 と お つ き あ い し て い ま す か ｣と し た 。 趣

味 活 動 は 、 2 0 0 1 年 に は 「 趣 味 活 動 を 積 極 的 に し て い

ま す か 」 と 設 問 し た が 、 2 0 0 4 年 の 趣 味 活 動 は 2 0 0 1

年 で 用 い た 単 一 設 問 で は な く 、複 数 の 楽 し み や 生 き が

い 項 目 か ら 趣 味 活 動 を 選 択 し た 場 合 を 趣 味 活 動 あ り

と み な し た 。  

年 間 収 入 額 は 、「 年 金 を 含 む あ な た と 配 偶 者 の 年 間

収 入 額 を お 答 え く だ さ い 」と し 、無 回 答 と「 答 え た く

な い 」 を 含 む 1 3 選 択 肢 と し た 。 等 価 収 入 額 を 求 め 、

1 0 0 万 円 未 満 、 3 0 0 万 円 未 満 、 5 0 0 万 円 未 満 、 7 0 0 万

円 未 満 、7 0 0 万 円 以 上 の 5 区 分 に 再 分 類 し て 解 析 し た 。

収 入 あ る 仕 事 日 数 は「 現 在 収 入 あ る 仕 事 を さ れ て い ま

す か 」 と 設 問 し 「 ほ ぼ 毎 日 」、「 週 3 ～ 4 日 位 」、「 週 1

～ 2 日 位 」、「 月 2 ～ 3 日 」、「 月 1 日 以 下 」 の 5 つ の 選
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択 肢 と し た 。仕 事 の 生 き が い は 、複 数 の 生 き が い や 楽

し み か ら 仕 事 を 選 択 し た 場 合 を 仕 事 の 生 き が い あ り

と み な し た 。経 済 満 足 は「 満 足 し て い る 」、「 ま あ ま あ

満 足 し て い る 」、「 あ ま り 満 足 し て い な い 」、｢満 足 し て

い な い ｣の 4 肢 と し た 。  

学 歴 の 設 問 は 、「 答 え た く な い 」 を 含 む 1 3 選 択 肢

と し た 。 解 析 で は 、 中 学 校 卒 業 、 高 等 学 校 卒 業 、 短 期

大 学 以 上 卒 業 の 3 群 に 再 分 類 し た 。 な お 、 学 歴 調 査

は 2 0 0 4 年 の み で 実 施 し た が 、 3 年 前 の 2 0 0 1 年 に も

同 様 で あ る と 仮 定 し て 分 析 し た 。追 跡 対 象 者 の 介 護 度

は 、介 護 保 険 制 度 に 基 づ く 2 0 0 1 年 9 月 の 介 護 認 定 度

を 用 い 、 3 年 後 の 介 護 度 経 年 変 化 は 2 0 0 4 年 9 月 時 点

の 介 護 認 定 度 と し た 。  

 

3 . 分 析 方 法   

性 別 に み た 1 5 観 測 変 数 の 関 連 を 検 討 す る 方 法 は 、

K e n d a l タ ウ 検 定 を 行 い 、関 連 構 造 を 分 析 す る 方 法 は 、

共 分 散 構 造 分 析 を 用 い た 。分 析 ソ フ ト は 、 S P S S 1 9 . 0 J  

f o r  W i n d o w s  と A m o s 1 9 . 0 J  f o r  W i n d o w s を 用 い 、 統

計 的 な 有 意 差 は 0 . 1 % 以 下 と し た 。  

因 果 を 検 討 す る 潜 在 変 数 を 探 る 因 子 分 析 と し て 、共

分 散 構 造 分 析 を 用 い て 因 果 構 造 を 明 ら か に す る た め

に 1 5 項 目 の 設 問 に 対 し て 最 尤 法 、 プ ロ マ ッ ク ス 斜 交

回 転 に よ る 探 索 的 要 因 分 析 を 実 施 し た 。 2 0 0 1 年 の 健

康 の 身 体 的 健 康 、 精 神 的 健 康 、 社 会 的 健 康 を 健 康 3

要 因 と し 、 社 会 経 済 的 要 因 、 就 労 と 2 0 0 4 年 要 介 護 認

定 度 と の 因 果 構 造 を 分 析 し て 最 も 高 い 適 合 度 を 示 す

モ デ ル を 採 択 し た 。  
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4 . 倫 理 的 配 慮   

調 査 に 関 す る 個 人 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 に つ い て は 、

A 市 と 東 京 都 立 大 学 学 長 と の 間 で 協 定 書 を 結 び 、公 務

員 と し て の 守 秘 義 務 を 確 認 す る と と も に 、大 学 側 で 扱

う 個 人 情 報 は I D の み と し 、 個 人 情 報 と の 連 結 不 可 能

匿 名 化 し た デ ー タ を 市 よ り 得 た 。  

倫 理 審 査 は 、東 京 都 立 大 学 ・ 都 市 科 学 研 究 科 倫 理 審

査 委 員 会 の 承 諾 と 首 都 大 学 東 京 都 市 シ ス テ ム 科 学 専

攻 倫 理 委 員 会 の 承 諾 を 得 て 実 施 し た 。  

 

 

Ⅲ ． 結 果  

1 . 対 象 者 の 状 況  

 2 0 0 1 年 の 性 別 、年 齢 階 級 別 に み た 分 析 対 象 者 の 属 性

を 表 1 に 示 し た 。 8 , 1 3 6 人 の う ち 、 7 0 . 7 % が 前 期 高 齢

者 で あ る 。 特 に 男 性 で は 、 6 5 ～ 6 9 歳 が 4 7 . 1 % を 占 め

て い た 。8 5 歳 以 上 の 高 齢 者 は 4 . 0 % で あ っ た（ 表 １ ）。  

 

2 . 各 観 測 変 数 の 実 態  

 本 研 究 で 用 い た 各 要 因 の 分 布 を 性 別 に み る と 、身 体

的 健 康 で あ る「 B A D L 得 点 」が 3 点 満 点 で あ る 高 齢 者

が 、 8 9 . 5 ～ 9 4 . 6 % で あ り 、 自 立 し た 生 活 を 送 っ て い る

こ と が 示 さ れ た 。男 性 の 方 が 女 性 に 比 べ て 統 計 上 有 意

( P < 0 . 0 0 1 : 以 下 同 様 ) に 自 立 し て い た 。「 I A D L 得 点 」は 、

5 点 満 点 が 男 女 と も に 8 0 % を 超 え 、女 性 の 方 が 統 計 的

に み て 有 意 に 高 か っ た 。「 治 療 中 の 疾 病 数 」 で は 、 な

し が 男 性 7 1 . 4 % 、女 性 7 8 . 4 % で あ り 男 女 で 有 意 な 差 が

み ら れ た 。「 主 観 的 健 康 感 」 は 、 男 性 「 と て も 健 康 で

あ る 」 1 7 . 9 % 、 女 性 1 3 . 7 % 、「 ま あ ま あ 健 康 」 を 合 わ

せ た 割 合 は 8 4 . 6 ～ 7 9 . 7 % と 最 も 多 く 、男 性 の 方 が 統 計



11 

 

的 に み て 有 意 に 維 持 さ れ て い た 。「 昨 年 比 較 健 康 」は 、

昨 年 と 同 様 に 健 康 で あ る と 答 え た 男 性 は 、 6 2 . 0 % 、 女

性 4 9 . 6 % と 男 性 が 統 計 的 に み て 有 意 に 高 か っ た 。「 生

活 満 足 感 」 は 、 は い と 回 答 し た 男 性 は 6 7 . 8 % 、 女 性 は

6 6 . 1 % と 有 意 な 差 が み ら れ な か っ た 。「 外 出 頻 度 」は 、

ほ と ん ど 毎 日 外 出 し て い る 男 性 は 5 0 . 6 % で あ り 、女 性

3 6 . 6 % と 比 べ て 有 意 に 多 か っ た 。「 近 所 つ き あ い 」は 、

ほ と ん ど 毎 日 し て い る 女 性 が 1 4 . 1 % で あ り 、 男 性

1 2 . 6 % と 比 べ て 有 意 に 多 か っ た 。「 趣 味 活 動 」「 地 域 活

動 」 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。「 等 価 収 入 額 」

は 、年 間 5 0 0 万 円 以 上 が 男 性 8 . 3 % 、女 性 4 . 3 % で あ り

有 意 な 差 が 認 め ら れ た 。等 価 収 入 額 は 、男 性 の 方 が 女

性 に 比 べ て 有 意 に 多 い 傾 向 が 示 さ れ た が 、「 経 済 満 足 」

は 、満 足 し て い る 男 性 が 1 8 . 5 % 、女 性 2 0 . 2 % で 有 意 な

差 が な か っ た 。「 学 歴 」 は 、 短 期 大 学 以 上 卒 業 が 男 性

4 7 . 2 % 、 女 性 1 4 . 0 % と 男 性 が 有 意 に 高 い 傾 向 が 示 さ れ

た ( 表 2 ) 。                                                     

 

3 . 因 果 を 検 討 す る 潜 在 変 数 を 探 る 因 子 分 析  

共 分 散 構 造 分 析 に 用 い る 潜 在 変 数 を 探 る 目 的 で 、

1 5 の 調 査 項 目 に 対 し て 最 尤 法 、 プ ロ マ ッ ク ス 直 交 回

転 に よ る 探 索 的 因 子 分 析 を 実 施 し た 。  

 第 1 因 子 は 、「 近 所 つ き あ い 」、「 地 域 活 動 」、「 趣 味

活 動 」、「 外 出 頻 度 」 が 抽 出 さ れ 、“ 社 会 的 健 康 ”（“ ”

は 潜 在 変 数 を 示 す ） と 命 名 し た 。 第 2 因 子 は 、 ｢主 観

的 健 康 感 ｣ 、「 昨 年 比 較 健 康 」、「 治 療 中 疾 病 数 」、「 生 活

満 足 感 」 で あ り 、“ 精 神 的 健 康 ” と 命 名 し た 。 第 3 因

子 は 「 B A D L 」、「 I A D L 」 で あ り 、“ 身 体 的 健 康 ” と 命

名 し た 。 第 4 因 子 は 、「 等 価 収 入 額 」、「 学 歴 」 が 抽 出

さ れ 、“ 社 会 経 済 的 要 因 ”と 命 名 し た 。第 5 因 子 は「 仕
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事 日 数 」、「 仕 事 の 生 き が い ｣で あ り 、“ 就 労 ”と 命 名 し

た 。 5 つ の 因 子 累 積 寄 与 率 は 5 4 . 9 % 、 そ れ ぞ れ の 因 子

の 信 頼 係 数 ク ロ ン バ ッ ク α は 、0 . 6 0 8 、0 . 4 1 4 、0 . 4 9 3 、

0 . 4 4 7 、 0 . 2 8 6 で あ っ た ( 表 3 ) 。  

   

4 . 就 労 と 健 康 3 要 因 、 社 会 経 済 的 要 因 と の 因 果 構 造  

就 労 と 健 康 3 要 因 、社 会 経 済 的 要 因 の 間 に ど の よ う

な 関 連 構 造 を 持 つ か に つ い て 共 分 散 構 造 分 析 に よ っ

て 分 析 し た 。 2 0 0 1 年 の 等 価 収 入 額 と 変 動 の 少 な い 学

歴 は 、時 間 的 な 先 行 性 が 確 保 さ れ る こ と か ら 基 盤 と な

る 原 因 要 因 と し て 位 置 づ け た 。探 索 的 因 子 分 析 で 得 ら

れ た 潜 在 変 数 を も と に 、“ 就 労 ” と “ 健 康 3 要 因 ”“ 社

会 経 済 的 要 因 ” と の 因 果 関 係 に つ い て 分 析 し た 結 果 、

適 合 度 の 最 も 高 か っ た モ デ ル を 男 女 別 に 図 1 、図 2 に

示 す 。  

 就 労 に 対 す る 直 接 効 果 が 最 も 大 き い の は 男 性 で は

“ 社 会 経 済 的 要 因 ” で あ り 、 そ の 標 準 化 推 定 値 は

0 . 4 0 3 で あ っ た 。女 性 の 就 労 へ の 直 接 効 果 が 大 き い の

は “ 健 康 3 要 因 ” で あ り 、 標 準 化 推 定 値 は 0 . 2 2 5 で

あ っ た 。 社 会 経 済 的 要 因 か ら 健 康 3 要 因 を 経 由 し て

就 労 へ の 間 接 効 果 標 準 化 推 定 値 は 、 男 性 0 . 0 5 5 、 女 性

0 . 1 2 3 で あ っ た 。社 会 経 済 的 要 因 か ら 就 労 へ の 総 合 効

果 を 示 す 標 準 化 推 定 値 は 、 男 性 0 . 4 5 8 、 女 性 0 . 2 4 0 で

あ っ た 。 本 モ デ ル の 適 合 度 指 数 は 、 N F I = 0 . 9 0 4 、

C F I = 0 . 9 1 2 、R M S E A ＝ 0 . 0 3 5 と 高 い 適 合 度 が 得 ら れ た 。

決 定 係 数 は 、 男 性 2 6 % 、 女 性 1 1 % で あ っ た 。  

                       

5 . 就 労 と 健 康 3 要 因 、社 会 経 済 的 要 因 と 3 年 後 の 新 規

要 介 護 度 と の 因 果 構 造  

就 労 と 健 康 3 要 因 、社 会 経 済 的 要 因 が 3 年 後 の 新 規
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要 介 護 度 と の 因 果 関 係 を み る と 、直 接 効 果 が 最 も 大 き

い の は 健 康 3 要 因 で あ り 、 そ の 標 準 化 推 定 値 は 、 男

性 - 0 . 4 4 5 、 女 性 - 0 . 5 8 5 と 抑 制 効 果 を 示 し た 。 就 労 か

ら 要 介 護 度 へ の 直 接 効 果 標 準 化 推 定 値 は 、男 性 - 0 . 0 1 3 、

女 性 0 . 0 1 5 で ほ と ん ど 影 響 し て い な か っ た 。社 会 経 済

的 要 因 か ら 健 康 3 要 因 へ の 直 接 効 果 標 準 化 推 定 値 は 、

男 性 0 . 2 0 5 、 女 性 0 . 4 6 4 で あ っ た 。 2 0 0 4 年 要 介 護 度

に 対 す る 社 会 経 済 的 要 因 か ら の 間 接 効 果 標 準 化 推 定

値 は 、 男 性 - 0 . 0 9 4 、 女 性 - 0 . 2 6 9 、 健 康 3 要 因 か ら 就 労

を 経 由 し て の 間 接 効 果 標 準 化 推 定 値 は 、 男 性 - 0 . 0 0 2 、

女 性 0 . 0 0 1 で あ っ た 。 社 会 経 済 的 要 因 か ら 健 康 3 要

因 を 経 由 し て 就 労 へ の 間 接 効 果 標 準 化 推 定 値 は 、男 性

0 . 0 2 7 、 女 性 0 . 0 4 0 で あ っ た 。 社 会 経 済 的 要 因 か ら 就

労 へ の 総 合 効 果 標 準 化 推 定 値 は 、 男 性 0 . 2 6 3 、 女 性

- 0 . 1 8 1 、 健 康 3 要 因 か ら 2 0 0 4 年 要 介 護 度 へ の 総 合 効

果 標 準 化 推 定 値 は 、 男 性 - 0 . 4 4 5 、 女 性 - 0 . 5 8 4 で あ っ

た 。本 モ デ ル の 適 合 度 指 数 は 、N F I = 0 . 9 3 0 、C F I = 0 . 9 3 4 、

R M S E A ＝ 0 . 0 3 9 と 高 い 適 合 度 が 得 ら れ た 。3 年 後 の 新

規 要 介 護 度 の 決 定 係 数 は 、 男 性 2 0 % 、 女 性 3 4 % で あ

っ た 。  

 

                                                               

Ⅳ ． 考 察   

１ ． 在 宅 高 齢 者 の 就 労 を 規 定 す る 要 因 の 構 造  

在 宅 高 齢 者 の “ 社 会 経 済 的 要 因 ” と “ 健 康 3 要 因 ”

と の 因 果 構 造 に お い て 星 ら は “ 健 康 3 要 因 ” が 学 歴

と 年 間 所 得 と 関 連 す る“ 社 会 経 済 的 要 因 ”か ら 規 定 さ

れ る こ と を 明 ら か に し て お り 2 6 )、 坊 迫 ら の 研 究 に お

い て も 等 価 収 入 か ら 生 活 満 足 感 と の 関 連 が 強 い こ と

が 報 告 さ れ て い る 2 0 )。 今 回 の 就 労 と 健 康 3 要 因 、 社
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会 経 済 的 要 因 と の 因 果 構 造 に お い て も 社 会 経 済 的 要

因 は 、 健 康 3 要 因 を 規 定 す る と い う 先 行 研 究 を 支 持

し た 。  

わ が 国 の 就 労 率 は 、世 界 的 に 比 較 し て も 高 く 、内 閣

府 が 行 っ た 高 齢 者 の 意 識 調 査 に お い て も「 仕 事 に 打 ち

込 ん で い る 時 」を 生 き が い と 感 じ る 割 合 は 4 1 . 5 % と 高

い 。就 労 の 理 由 に は 単 に 収 入 の 確 保 の み な ら ず「 健 康

上 の 理 由 」 や 「 生 き が い ・ 社 会 参 加 の た め 」 と 回 答 し

て い る こ と も わ が 国 の 高 齢 者 就 労 の 特 徴 で あ る 1 5 )。  

 男 性 は 、就 労 等 の 有 償 労 働 が 生 き が い や 生 活 満 足 度

を 高 め る と の 報 告 1 2 , 2 7 ) も あ る 。 藤 原 ら は 、 高 齢 者 の

就 労 支 援 セ ン タ ー に お け る ア ク シ ョ ン リ サ ー チ に よ

り 、高 齢 者 の 就 労 は 収 入 だ け を 求 め て い る わ け で は な

く 、セ ン タ ー 利 用 者 は 仕 事 を 選 ぶ 際 に 能 力 や 経 験 が 生

か せ る こ と が 重 要 で あ る と 回 答 し て い る と い う 実 態

を 報 告 し て い る 2 8 ) 。 近 藤 は 、 所 得 水 準 に か か わ ら ず

他 者 に 比 べ て 相 対 的 に 貧 し い こ と が 死 亡 リ ス ク を 高

め 、要 介 護 認 定 と 等 価 所 得 ・ 教 育 年 数 と も に 男 子 に お

い て 有 意 な 健 康 較 差 を 認 め た こ と を 報 告 し て お り 、女

性 と 比 較 し て 社 会 的 に 孤 立 し や す い 男 性 の 社 会 参 加

の 促 進 が 期 待 さ れ る と い う 研 究 結 果 2 9 ) か ら も 元 気 な

男 性 高 齢 者 の 就 労 は 、地 域 高 齢 者 の 介 護 予 防 支 援 に お

い て 重 要 な 意 味 を 持 つ こ と が 示 唆 さ れ た 。  

高 齢 期 の 女 性 の 就 労 は 、社 会 経 済 的 要 因 に 支 え ら れ

た 健 康 3 要 因 が 大 き く 影 響 し て い た 。 女 性 の 就 労 に

つ い て 濱 秋 は 、中 高 齢 者 の 健 康 状 態 と 労 働 参 加「 健 康

と 引 退 に 関 す る 調 査 」の 中 で 、女 性 は 健 康 状 態 と 労 働

参 加 と の 間 に 有 意 な 関 係 を 見 出 さ な か っ た と 報 告 し 、

女 性 の 就 労 の 意 思 決 定 に は 結 婚 、出 産 、育 児 、介 護 と

い っ た 要 素 が 複 雑 に 絡 み 大 き な 影 響 を 与 え る た め 、健
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康 の 影 響 は 男 性 と 比 較 す る と 小 さ い こ と を 示 し て い

る 3 0 ) 。一 方 、岡 本 は 、有 償 労 働 は 女 性 の 生 活 満 足 度 、

主 観 的 健 康 感 と 正 の 関 連 が み ら れ た と の 報 告 3 1 ) が あ

り 、朝 市 活 動 を 行 う こ と で 運 動 習 慣 を 有 す る こ と に な

り 一 定 の 体 力 が 維 持 さ れ 主 観 的 健 康 感 や 生 活 満 足 度

な ど の 心 理 機 能 に ポ ジ テ イ ブ に 作 用 し 、 特 に 8 0 歳 以

上 の 高 齢 者 の 介 護 予 防 に 有 効 で あ っ た と の 報 告 も あ

る 3 2 ) 。 本 研 究 で は 、 6 5 歳 以 上 女 性 の 就 労 状 況 は 、 学

歴 、就 労 、等 価 収 入 額 に お い て 男 性 と 比 較 し て 有 意 な

差 が 生 じ て い た が 、生 活 満 足 感 や 仕 事 生 き が い は 有 意

な 差 が 認 め ら れ な か っ た 。高 齢 女 性 の 就 労 は 、社 会 経

済 的 要 因 よ り 健 康 3 要 因 が 大 き く 影 響 し 、 介 護 予 防

の 視 点 か ら も 就 労 を 促 進 す る 環 境 整 備 の 必 要 性 が 示

唆 さ れ た 。  

 

２ ． 在 宅 高 齢 者 の ３ 年 後 の 新 規 要 介 護 度 を 規 定 す る  

要 因 の 構 造  

要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 健 康 な 高 齢 者 は 、男 女 と

も に 「 健 康 3 要 因 」 が 優 れ て い る こ と が 要 介 護 を 抑

制 す る こ と が 示 さ れ た 。 A D L が 低 下 し て い る 虚 弱 高

齢 者 の 死 亡 率 が 高 い こ と は こ れ ま で も 報 告 さ れ て い

る 3 3 ) 。 鈴 木 は 後 期 高 齢 女 性 の 急 激 な 生 活 機 能 の 低 下

が 日 本 高 齢 社 会 の 最 大 の 特 徴 で あ り 、女 性 の 運 動 器 ・

骨 格 系 の 老 化 が 著 し く 進 行 す る こ と は 要 介 護 状 態 に

移 行 し て 死 亡 に 至 ら な い 女 性 の 不 健 康 状 態 を 長 く し 、

要 介 護 1 . 2 と い っ た 軽 度 要 介 護 度 者 は 圧 倒 的 に 女 性

後 期 高 齢 者 に 多 く 、男 性 は 脳 血 管 の 老 化 で あ る 動 脈 硬

化 や 脳 血 管 疾 患 に よ り 最 初 か ら 要 介 護 2 . 3 と い っ た

重 い サ ー ビ ス か ら 受 給 を 開 始 し て い く 例 が 少 な く な

い と 述 べ て い る 3 4 ) 。 本 研 究 に お け る 高 齢 女 性 の 要 介
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護 度 に 健 康 3 要 因 が 直 接 影 響 す る 結 果 は 、 鈴 木 ら の

研 究 結 果 を 支 持 し 、わ が 国 の 高 齢 女 性 の 抱 え る 健 康 課

題 を 明 確 に し た 。 井 上 は 、 都 市 郊 外 の 1 万 人 の 3 年

間 の 要 介 護 認 定 の 経 年 変 化 に よ り 、要 介 護 予 防 に 寄 与

す る 要 因 は 、 主 観 的 健 康 感 と A D L や I A D L の 生 活 動

作 能 力 が 優 れ 、趣 味 活 動 を し て い る こ と を あ げ て お り 、

年 間 所 得 と か か り つ け 歯 科 医 師 が い る こ と が 女 性 の

み に 認 め ら れ た こ と を 報 告 し て い る 9 ) 。藤 原 ら も 、重

度 要 介 護 認 定 の 予 知 因 子 と し て 高 年 齢 と I A D L の 非

自 立 を あ げ て い る 1 3 ) 。 地 域 高 齢 者 の 社 会 活 動 と 生 活

習 慣 の 関 連 に お い て は 社 会 活 動 参 加 群 、特 に 期 待 役 割

の 遂 行 や 社 会 貢 献 の 可 能 性 が 3 年 後 の 要 介 護 状 態 と

有 意 な 関 連 が あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 近 藤 ら は

1 4 , 6 2 5 人 を 4 年 間 追 跡 し た 研 究 で 、 男 性 で 所 得 と 教

育 年 数 に お い て 統 計 学 的 に 有 意 な 健 康 格 差 を 認 め 、女

性 で は 所 得 や 教 育 年 数 で は 有 意 な 健 康 格 差 は 認 め な

か っ た と 報 告 し て い る 3 5 ) 。 就 労 と 3 年 後 の 累 積 生 存

率 は 、無 就 労 群 が 就 労 群 と 比 べ 統 計 上 有 意 に 低 下 し て

い る こ と が 示 さ れ て お り 2 2 , 2 3 ) 、6 5 ～ 7 4 歳 の 高 齢 者 を

対 象 に 分 析 し た 結 果 、 無 就 労 群 で A D L の 低 下 と 治 療

中 の 疾 病 が あ る 群 は 死 亡 ハ ザ ー ド が 有 意 に 高 い こ と

を 示 し た 。介 護 状 態 に な い 在 宅 高 齢 者 を 前 期 ・ 後 期 の

4 郡 に 分 け て 分 析 し た 結 果 、就 労 は 前 期 男 性 高 齢 者 に

お い て の み 統 計 上 有 意 に 維 持 さ れ て い た 。男 女 と も に

前 期 高 齢 者 は 、要 介 護 状 態 に あ る 高 齢 者 ほ ど 死 亡 リ ス

ク が 高 く な る 一 方 で 就 労 群 が 死 亡 リ ス ク を 抑 制 し て

お り 、 後 期 高 齢 者 で は 要 介 護 状 態 や 死 亡 は 影 響 せ ず 、

男 性 で は 近 所 つ き あ い や 地 域 活 動 の 社 会 的 要 因 得 点

高 位 群 が 、 女 性 で は そ れ に 加 え A D L / I A D L と い っ た

身 体 的 要 因 の 因 子 得 点 高 位 群 が 統 計 上 有 意 に 関 連 す
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る こ と が 明 ら か に な っ て い る 。 本 研 究 で は 、 就 労 か ら

要 介 護 度 へ の 直 接 効 果 は 小 さ く 、直 接 要 介 護 度 を 規 定

す る の で は な く 社 会 経 済 的 要 因 に 支 え ら れ た 健 康 3

要 因 に よ っ て 要 介 護 度 を 抑 制 し 、社 会 経 済 的 要 因 や 健

康 3 要 因 が 交 絡 要 因 に な っ て い る 因 果 構 造 が 示 さ れ

健 康 3 要 因 が 介 護 認 定 に 抑 制 的 に 影 響 す る 先 行 研 究

を 支 持 す る 結 果 と な っ た 。超 高 齢 社 会 に お け る こ れ か

ら の 高 齢 者 支 援 は 、要 介 護 状 態 を 詳 細 に 分 析 し 、介 護

度 別 、 男 女 別 の 支 援 体 制 を 整 え る こ と が 重 要 で あ る 。 

要 介 護 の 移 行 に つ い て 福 岡 は 、2 年 間 追 跡 し た 結 果 、

要 介 護 へ の 移 行 は 1 年 後 5 ％ 、 2 年 後 1 0 ％ で あ り 、要

介 護 認 定 を 受 け て い る 高 齢 者 の 死 亡 リ ス ク が 高 い こ

と を 示 し 、 I A D L 得 点 や 主 観 的 健 康 感 が 高 い ほ ど 転 帰

や 死 亡 リ ス ク が 軽 減 さ れ る 可 能 性 を 示 し た 3 6 ) 。 長 田

ら の 介 護 保 険 利 用 者 の 経 過 を 追 跡 し た 研 究 で は 、要 介

護 3 の 中 間 層 が 改 善 や 悪 化 へ 大 き く 変 動 し 7 ) 、中 間 層

の 悪 化 予 防 を 食 い 止 め る こ と が 今 後 の 大 き な 課 題 で

あ る と 述 べ て い る 。  

日 本 の 高 齢 化 率 は 平 成 2 6 年 に 2 6 ％ を 超 え て い る 。

高 齢 者 が 2 5 ％ を 上 回 る 超 高 齢 社 会 で は 高 齢 者 の 健 康

目 標 と し て プ ロ ダ ク テ ィ ビ テ ィ を 重 視 す べ き と の 考

え が 提 出 さ れ て い る 3 7 ) 。 A S I A N  A G I N G  

S U M M I T 2 0 1 2  に お い て 鈴 木 は 、 高 齢 者 に お け る プ

ロ ダ ク テ ィ ビ テ ィ は 、「 有 償 労 働（ 就 労 ）」、「 無 償 労 働

（ 家 事 手 伝 い 、 介 護 や 孫 の 世 話 ）」、「 ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 」、「 相 互 扶 助 」、「 保 健 行 動（ 自 分 自 身 に よ る 健 康 管

理 ）」 の 5 活 動 を 含 ん で お り 前 期 高 齢 者 に 対 す る プ ロ

ダ ク テ ィ ビ テ ィ の 担 保 と 後 期 高 齢 者 へ の 健 康 対 応 が

同 時 に 日 本 が 国 を あ げ て チ ャ レ ン ジ す べ き で あ る と

述 べ て い る 。高 齢 者 の 生 活 機 能 の 自 立 は 介 護 と の 関 連
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で 高 齢 者 本 人 の Q O L や 生 き が い を 維 持 ・ 増 進 す る も

の で あ り 、後 期 高 齢 者 期 に 生 じ る 障 害 や 虚 弱 化 を い か

に 先 送 り す る か が こ れ か ら の 大 き な 課 題 で あ る 。地 域

高 齢 者 の 追 跡 研 究 か ら 、生 活 機 能 の 維 持 に 関 し て 社 会

的 役 割 や 知 的 能 動 性 の 低 下 が I A D L 障 害 の 予 知 因 子

で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 3 8 , 3 9 ) 。本 研 究 に お い て 、

要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 新 規 の 在 宅 高 齢 者 に と っ

て 社 会 経 済 的 に 支 え ら れ た 健 康 3 要 因 の 維 持 が 新 規

の 要 介 護 認 定 を 抑 制 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。高 齢 者

の 8 割 は 元 気 な 高 齢 者 で あ り 、 就 労 意 欲 も 高 い わ が

国 の 特 質 を 踏 ま え 、高 齢 者 の 積 極 的 な 社 会 参 加 が 生 活

機 能 の 維 持 に 重 要 で あ り 、所 得 な ど 社 会 的 要 因 が 健 康

に 影 響 を 及 ぼ す 3 5 ）こ と か ら 就 労 支 援 は 高 齢 者 の 社 会

参 加 促 進 や 介 護 予 防 の た め に 有 益 な 方 法 で あ る 。  

要 介 護 状 態 を 先 送 り し 元 気 で 生 涯 現 役 で 過 ご す た

め に は 、 自 ら 積 極 的 に 健 康 づ く り に 取 り 組 み 、 就 労 や

地 域 生 活 な ど そ の 人 ら し い 自 立 を め ざ す 取 り 組 み を 病 気

の 予 防 ば か り に 力 点 を 置 く の で は な く 、誰 も が 主 体 的 に 生 活

で き る 社 会 づ く り の た め に 、地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築

が 急 務 で あ る 。介 護 予 防 支 援 は 、身 体 的 介 護 予 防 の サ ー ビ

ス の み な ら ず 、就 労 を 支 え る 健 康 3 要 因 へ の 支 援 が 必 要

で あ り 、高 齢 者 個 々 の 主 体 性 を 尊 重 し 男 女 別 に 就 労 を 推

進 す る 支 援 体 制 を 整 え て い く こ と が 求 め ら れ る 。  

 

３ ． 研 究 の 課 題   

本 研 究 は 、都 市 部 Ａ 市 に 居 住 す る 高 齢 者 全 数 か ら 要

介 護 認 定 を 受 け て い な い 高 齢 者 を 対 象 に 、時 間 的 先 行

性 を 確 保 す る た め に 縦 断 質 問 紙 調 査 を 行 い 、3 年 後 の

要 介 護 度 を 規 定 す る 要 因 の 因 果 構 造 を 分 析 し た 。基 礎

デ ー タ 数 は 、 対 象 高 齢 者 の 8 0 ％ を 超 え て お り 信 頼 性
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が 高 い 。し か し 、高 齢 者 へ の 調 査 に お い て は 年 間 所 得

へ の 回 答 率 は 低 く 欠 損 値 が 他 の 設 問 項 目 よ り も 高 か

っ た こ と よ り 分 析 対 象 者 数 が 少 な く な っ た 。こ れ ら の

影 響 も あ り 、因 子 分 析 の 各 因 子 の ク ロ ン バ ッ ク 係 数 値

は 低 い た め 、内 的 妥 当 性 が よ り 高 い 因 子 構 造 に す る こ

と が 課 題 で あ る 。  

 今 後 、日 々 の 暮 ら し と 不 可 分 の 就 労 や 所 得 が 介 護 状

況 と 関 連 す る メ カ ニ ズ ム を 明 確 に す る 個 別 事 例 の 調

査 研 究 を 推 進 す る こ と が 重 要 で あ り 、都 市 部 と 農 村 部

に お け る 実 証 研 究 を 進 め 、内 的 ・ 外 的 妥 当 性 を 高 め て

い く こ と も 今 後 の 課 題 で あ る 。  

 

 

Ｖ ． 結 論  

介 護 認 定 を 受 け て い な い 6 5 歳 以 上 の 都 市 部 郊 外 に

居 住 す る 高 齢 者 の 就 労 に 対 し て 、男 性 は 社 会 経 済 的 要

因 に 支 え ら れ 、 女 性 は 健 康 3 要 因 の 維 持 が 影 響 す る

因 果 構 造 が 明 ら か に な っ た 。3 年 後 の 新 規 要 介 護 に 対

し て 、就 労 の 影 響 は 少 な く 社 会 経 済 的 要 因 に 支 え ら れ

た 健 康 3 要 因 の 維 持 が 要 介 護 度 を 抑 制 す る 効 果 が 示

さ れ 、 2 0 ～ 3 4 ％ が 説 明 で き た 。 介 護 予 防 に お い て 、

ハ イ リ ス ク 者 へ の 身 体 的 ア プ ロ ー チ の 充 実 と と も に 、

一 般 高 齢 者 へ の 生 活 に 根 差 し た 就 労 支 援 を 含 め た 健

康 支 援 も 今 後 の 重 要 な 介 護 予 防 の 支 援 の 1 つ と し て

考 慮 す べ き 視 点 で あ る 。  
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表1　性年齢階級別にみた調査対象者数（2001年時点）
65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85歳以上 合計

人 1,801 1,059 578 272 111 3,821

％ 47.1 27.7 15.1 7.1 2.9 100.0

人 1,765 1,132 818 385 215 4,315

％ 40.9 26.2 19.0 8.9 5.0 100.0

人 3,566 2,191 1,396 657 326 8,136

％ 43.8 26.9 17.2 8.1 4.0 100.0

男性

女性

合計
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調査項目 選択肢項目 度数 ％ 度数 ％

0点 2 0.0 8 0.2

1点 14 0.4 34 0.8 -0.069

2点 58 1.5 139 3.2 ｐ＜0.001

3点 3,614 94.6 3,864 89.5

不明 133 3.5 270 6.3

0点 21 0.6 43 1.0

1点 30 0.8 74 1.7

2点 55 1.4 60 1.4 0.039

3点 76 2.0 102 2.4 ｐ＜0.001

4点 404 10.6 242 5.6

5点 3,142 82.2 3,658 84.8

不明 93 2.4 136 3.1

なし 2,729 71.4 3,381 78.4

1つ 939 24.6 823 19.1

2つ 136 3.6 105 2.4 -0.080

3つ 16 0.4 5 0.1 ｐ＜0.001

4つ 1 0.0 1 0.0

とても健康である 678 17.8 586 13.6

まあまあ健康 2,552 66.8 2,851 66.1 -0.073

あまり健康でない 429 11.2 640 14.8 ｐ＜0.001

健康でない 138 3.6 200 4.6

不明 24 0.6 38 0.9

はい 2,366 62.0 2,140 49.6

どちらともいえない 912 23.9 1,210 28.0 -0.125

いいえ 506 13.2 906 21.0 ｐ＜0.001

不明 37 0.9 59 1.4

はい 2,591 67.8 2,852 66.1

どちらともいえない 774 20.3 979 22.7 -0.007

いいえ 348 9.1 331 7.7 ｐ＝0.502

不明 108 2.8 153 3.5

ほとんど毎日 1,935 50.6 1,579 36.6

週３－４回以上 1,413 37.0 1,952 45.2

月に１回くらい 246 6.4 323 7.5 -0.120

めったにしない 121 3.2 199 4.6 ｐ＜0.001

不明 106 2.8 262 6.1

している 1,752 45.9 1,779 41.2 -0.026

していない 1,906 49.9 2,145 49.7 ｐ＝0.026

不明 163 4.2 391 9.1

ほとんど毎日 481 12.6 607 14.1

週３－４回 1,087 28.4 1,671 38.7 -0.118

月に１回くらい 906 23.7 816 18.9 ｐ＜0.001

めったにしない 1,194 31.6 911 21.1

不明 153 4.0 310 7.2

よくしている 461 12.1 476 11.0

地域活動 たまにする 653 17.1 730 16.9 -0.006

ほとんどしていない 2,626 68.7 2,902 67.3 ｐ＝0.569

不明 81 2.1 207 4.8

100万円未満 195 5.1 761 17.6

100～300万円未満 2,108 55.2 2,095 48.6

300～500万円未満 822 21.5 540 12.5 -0.210

500～700万円未満 131 3.4 83 1.9 ｐ＜0.001

700万円以上 187 4.9 104 2.4

不明 378 9.9 732 17.0

ほぼ毎日 48 1.3 20 0.5

週3～4日位 77 2.0 45 1.1

週1～2日位 226 5.9 110 2.5 -0.087

月2～3日 261 6.8 140 3.2 ｐ＜0.001

月1日以下 300 7.9 81 1.9

不明 2,909 76.1 3,919 90.8

ある 2,657 69.5 3,534 81.9

どちらともいえない 575 15.1 301 7.0 -0.188

ない 390 10.2 166 3.8 ｐ＜0.001

不明 199 5.2 314 7.3

満足している 709 18.5 872 20.2

まあまあ満足 1,722 45.1 1,951 45.2 0.030

あまり満足していない 751 19.7 679 15.8 Ｐ＝0.005

満足していない 431 11.3 501 11.6

不明 208 5.4 312 7.2

中学校卒業 681 17.8 1,011 23.4

高等学校卒業 1,019 26.7 2,224 51.6 -0.283

短期大学以上卒業 1,804 47.2 604 14.0 ｐ＜0.001

不明 317 8.3 473 11.0

治療中疾病数

男性 女性

IＡＤＬ得点

表2  社会経済的要因、健康3要因、就労に関する観測変数の性別度数分布
kendallタウ

検定

ＢＡＤＬ得点

学歴

等価収入額

仕事日数

仕事の生きがい

経済的満足

外出頻度

趣味活動

近所つきあい

主観的健康感

昨年比較健康

生活満足感
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表3 観測変数に対する探索的因子分析

因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 因子５

近所つきあい 0.695 -0.044 -0.024 -0.052 0.103

地域活動 0.641 -0.091 0.004 -0.119 -0.006

趣味活動 0.603 0.12 -0.029 0.081 -0.123

外出頻度 0.244 0.019 0.100 0.118 0.204

主観的健康感 -0.039 0.755 0.051 -0.069 0.062

昨年比較健康 -0.021 0.605 0.010 0.031 0.023

治療中疾病数 0.013 -0.353 0.012 0.079 0.017

生活満足感 0.16 0.285 -0.029 0.206 -0.077

ＩＡＤＬ 0.001 -0.022 0.965 0.014 -0.018

ＢＡＤＬ -0.032 0.059 0.232 0.004 -0.034

等価収入額 -0.053 -0.099 -0.041 0.685 0.107

学歴 -0.046 0.008 0.057 0.467 -0.108

仕事日数 -0.026 0.032 -0.031 -0.039 0.679

仕事の生きがい 0.030 0.009 -0.04 0.004 0.257

固有値 2.556 1.499 1.344 1.195 1.098

因子累積寄与率 18.255 28.963 38.564 47.103 54.943

信頼係数α 0.608 0.414 0.493 0.447 0.286

因子抽出法：最尤法

回転法：Kaiserの正規化を伴うプロマックス法

因子負荷量
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表4　性別にみた因果モデルの標準化推定値(就労と社会経済的要因、健康3要因）
標準化効果 男性 女性

01社会経済的要因→01健康3要因 0.246 0.481

01社会経済的要因→04就労 0.403 0.117

01健康3要因→04就労 0.225 0.255

間接効果 01社会経済的要因→01健康3要因→04就労 0.055 0.123

総合効果 01社会経済的要因→→→ 04就労 0.458 0.240

→：標準化直接効果を示す　　→→：標準化間接効果を示す　　→→→：標準化総合効果を示す

01は2001年、04は2004年を示す

直接効果
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表5　性別にみた因果モデルの標準化推定値(要介護度と就労、社会経済的要因、健康3要因）
標準化効果 男性 女性

01社会経済的要因→01健康3要因 0.205 0.464

01社会経済的要因→04就労 0.237 0.141

01健康3要因→04就労 0.130 0.086

01健康3要因→04要介護度 -0.445 -0.585

04就労→04要介護度 -0.013 0.015

01社会経済的要因→04就労→04要介護度 -0.094 -0.269

01社会経済的要因→01健康3要因→04要介護度 -0.094 -0.269

01社会経済的要因→01健康3要因→04就労 0.027 0.040

01健康3要因→04就労→04要介護度 -0.002 0.001

01社会経済的要因→→→ 04就労 0.263 -0.181

01健康3要因→→→04要介護度 -0.445 -0.584

→：標準化直接効果を示す　　→→：標準化間接効果を示す　　→→→：標準化総合効果を示す

01は2001年、04は2004年を示す

直接効果

間接効果

総合効果
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図 １ 男 性 高 齢 者 の 就 労 と 社 会 経 済 的 要 因 、 健 康 3 要 因

の 構 造  
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図 2 女 性 高 齢 者 の 就 労 と 社 会 経 済 的 要 因 、健 康 3 要 因

の 構 造  
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図 3 男 性 高 齢 者 の 要 介 護 度 と 就 労 、 社 会 経 済 的 要 因 、

健 康 3 要 因 の 構 造  
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図 ４ 女 性 高 齢 者 の 要 介 護 度 と 就 労 、 社 会 経 済 的 要 因 、

健 康 3 要 因 の 構 造  
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2 1 )  星 旦 二 , 高 城 智 圭 , 井 上 直 子 他 . 都 市 在 宅 高 齢 者 に

お け る 社 会 経 済 的 要 因 と 健 康 三 要 因 と の 因 果 構

造 . 日 本 健 康 教 育 学 会 誌 . 2 0 1 2 ; 2 0 ( 3 ) : 1 5 9 - 1 7 0 .  

2 2 )  高 燕 , 星 旦 二 , 高 橋 俊 彦 他 . 都 市 在 宅 前 期 高 齢 者 に

お け る 就 労 状 態 別 に み た 3 年 後 の 累 積 生 存 率 . 社

会 医 学 研 究 ； 2 0 0 8 ; 2 6 ( 1 ) : 1 - 8 .  

2 3 )  渡 部 月 子 , 櫻 井 尚 子 , 藤 井 暢 弥 他 . 都 市 郊 外 在 宅 高

齢 者 に お け る 就 労 状 態 別 に み た 3 年 後 の 累 積 生 存

率 . 社 会 医 学 研 究 ； 2 0 1 4 ; 3 1 ( 2 ) : 1 4 1 - 1 5 0 .  

2 4 )  B r a n c h L G ,  K a t z  S ,  K n i e p m a n n  K  e t  a l .  A p r o s p e c t i v e  

s t u d y  o f  f u n c t i o n a l  s t a t u s  a m o n g  c o m m u n i t y  e l d e r s  

A m .  J .  P  H  1 9 8 4 ; 7 4 : 2 6 6 - 2 6 8 .  

2 5 )  K o y a n o  W, S h i b a t a  H , N a k a z a t o  K , e t  a l .  M e a s u r e m e n t  

o f  c o m p e t e n c e .  R e l i a b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  o f  t h e  T M I G  

I n d e x  o f  C o m p e t e n c e  A r c h  G e r o n t o l  G e r i a t r  

1 9 9 1 : 1 3 : 1 0 3 - 11 6 .  

2 6 )  星 旦 二 , 中 山 直 子 , 井 上 直 子 . 都 市 在 宅 高 齢 者 の 身

体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 健 康 の 経 年 変 化 と そ の 因 果

関 係 . 日 本 健 康 教 育 学 会 誌 . 2 0 1 0 ; 1 8 : 1 0 3 - 1 1 4 .  

2 7 )  杉 原 陽 子 . 高 齢 者 の 社 会 貢 献 の 実 態 、精 神 面 へ の 効

果 、 及 び 関 連 要 因 の 検 討 、 東 京 都 老 人 総 合 研 究 所

短 期 プ ロ ジ エ ク ト 研 究 報 告 書 「 後 期 高 齢 期 に お け

る 健 康 ・ 家 族 ・ 経 済 の ダ イ ナ ミ ク ス 」 2 0 0 2 . 5 7 - 6 9 .  

2 8 )  藤 原 佳 典 . 高 齢 者 の 就 労 支 援 事 業 に 関 す る ア ク シ

ョ ン リ サ ー チ .厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 地 球 規

模 保 健 課 題 推 進 研 究 事 業 ) . 健 康 の 社 会 的 決 定 要 因

に 関 す る 研 究 平 成 2 4 年 度 報 告 書 . 2 0 1 2 ; 1 9 - 2 8 .  

2 9 )  近 藤 克 典 , 平 井 寛 , 尾 島 俊 之 . 教 育 年 数 ・ 所 得 と 死 亡
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の 関 連 - 6 5 歳 以 上 高 齢 者 の 3 年 追 跡 コ ホ ー ト 研 究

- . 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌 . 2 0 0 7 ; 6 6 : 5 3 8 .  

3 0 )  濱 秋 純 哉 , 野 口 晴 子 . 中 高 齢 者 の 健 康 状 態 と 労 働 参

加 . 日 本 労 働 研 究 雑 誌 . 2 0 1 0 ; 6 0 1 : 5 - 2 4 .  

3 1 )  岡 本 英 明 . 地 域 高 齢 者 の プ ロ ダ ク テ イ ブ な 活 動 へ の 関 与

と w e l l - b e i n g の 関 連 . 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌 . 2 0 0 9 ；

1 0 : 7 1 3 - 7 2 3 .  

3 2 )  徳 山 ち え み . 介 護 予 防 に つ な が る 高 齢 者 の 朝 市 活  

   動 に 関 す る 研 究 - 活 動 意 義 と 健 康 に 関 す る 年 齢  

差 - . 川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 . 2 0 1 1 ; 2 0 ( 2 ) : 3 4 7 - 3 5 6 .  

3 3 )  大 石 亜 希 子 . 高 齢 者 の 就 業 決 定 に お け る 健 康 要 因 の 影  

響 .日 本 労 働 研 究 雑 誌 . 2 0 0 0 ; 4 8 1 : 5 1 - 6 2 .  

3 4 )  鈴 木 隆 雄 . 日 本 の 超 高 齢 社 会 に お け る P r o d u c t i v e  

A g i n g  –特 に 後 期 高 齢 者 の 健 康 の 視 点 か ら - .  平 成 2 4

年 度 プ ロ ダ ク テ イ ブ ・ エ イ ジ ン グ と 健 康 増 進 に 関 す る

国 際 比 較 調 査 研 究 報 告 書 . 一 般 財 団 法 人 長 寿 社 会 開 発

セ ン タ ー 国 際 長 寿 セ ン タ ー . 2 0 1 2 ; 1 9 - 2 8 .  

3 5 )  近 藤 克 則 ,芦 田 登 代 ,平 井 寛 他 .高 齢 者 に お け る 所 得 ・ 教

育 年 数 別 の 死 亡・要 介 護 認 定 率 と そ の 性 差 - A G E S プ ロ

ジ エ ク ト 縦 断 研 究 -医 療 と 社 会 . 2 0 1 2 ; 2 2 ( 1 ) : 1 9 - 3 0 .  

3 6 )  福 岡 裕 美 子 .高 齢 者 の 介 護 予 防 活 動 の あ り 方 の 検 討 - A  

県 一 地 区 の 悉 皆 調 査 か ら -弘 前 大 学 大 学 院 院 地 域 社 会

研 究 科 年 報 . 2 0 1 0 ; 7 : 5 5 - 6 7 .  

3 7 )  柴 田 博 .求 め ら れ て い る 高 齢 者 像 .東 京 都 老 人 総 合 研 究  

所 (編 )サ ク セ ス フ ル ・ エ イ ジ ン グ .老 化 を 理 解 す る た め  

に .ワ ー ル ド プ ラ ン ニ ン グ . 1 9 9 8 ; 4 2 - 5 2 .  

3 8 )  F u j i w a r a  Y , G h i n k a i  S , K u m a g a i  S , e t  a l ,  

L o n g i t u d i n a l  c h a n g e s  i n  h i g h e r - l e v e l  

f u n c t i o n a l  c a p a c i t y  o f  a n  o l d e r  p o p u l a y i o n  

l i v i n g  i n  a  j a p a n e s e  u e b a n  c o m m u n i t y . A r c h  
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G e r o n t o l  G e r i a t r , 2 0 0 3 : 3 6 : 1 4 1 - 1 5 3 .  

 3 9 )  F u j i w a r a Y , S h i n k a i S , K u m a g a i  S , e t  a l , C h a n g e s  

i n  T M I G - i n d e x  o f  c o m p e r e n c e  b y  s u b s c a l e  i n  

J a p a n e s e  u r b a n  a n d  r u r a l  c o m m u n i t y  o l d e r  

p o p u l a t i o n s : s i x  y e a r s  p r o s p e c t i v e  s t u d y .  

G e r i a t r i c s & G e r o n t o l o g y , I n t e r n a t i o n a l . 2 0 0 3 : 3

: 6 3 - 6 8 .  
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【 A b s t r a c t】  

Th e  p u r p o s e  o f  t h i s  r e s ea r ch  i s  t o  c l a r i f y  th e  ca u s e  a n d  

e f f e c t  th a t  th r ee  h e a l th  f a c t o r s ,  a n d  e c on o m i c  f a c t o r s  

( i n c l u d i n g  j o b / w o r k )  i n f l u en ce  th e  n e ed  f o r  l on g - t e r m  

n u r s i n g  ca r e .  Th i s  w a s  a  b e f o r e - a f t e r  s t u d y .  A t  t h e  t i m e  o f  

th e  i n i t i a l  su rv e y ,  th e  e l d e r l y  s u b u rb a n  d w e l l e r s  d i d  n o t  

h a v e  l on g - t e r m n u r s i n g  c a re  n e ed s ,  a n d  th e  g rou p  w a s  

f o l l o w ed  u p  th re e  y ea r s  l a t e r .  

A s e l f - r e p o r t ed  q u e s t i on n a i r e  w a s  sen t  t o  1 6 , 4 6 2  

su b u r b a n  d w e l l e rs  a g e d  6 5  o r  m o re  i n  a  c i ty  i n  S e p te m b e r  

2 0 0 1 .  A to t a l  o f  1 3 , 1 9 5  q u e s t i on n a i re s  w e re  re t u r n e d ,  

 ( a  r e sp on se  r a t e  o f  8 0 . 2 % ) .   A f o l l o w - u p  s u r v ey  o f  8 , 1 3 6  

p a r t i c i p a n t s  w h o  d i d  n o t  r eq u i re  l on g - t e r m ca r e  ( c a re  

l e v e l s  2 - 5 )  a t  t h e  b a s e l i n e  s u rv e y,  w a s  con d u c t ed  i n  

S ep t e mb e r  2 0 0 4  a n d  a n a l y z ed  a s  t o  th e  c h a n g e  i n  n u r s i n g  

ca r e  n e ed s .  A m os 1 9 . 0 J  f o r  S PS S 1 9 . 0 J  a n d  Wi n d ow s  w a s  

u s ed  f o r  th e  a n a l y s i s .  

Th e  r e su l t  o f  t h e  e x p l o r a to r y  f a c t o r  a n a l y s i s  i n d i ca t ed  th a t  

th e  N u m b e r  1  F a c to r  g r ou p ed  N e i g h b o rh o od  R e l a t i on sh i p s ,  

Co m m u n i t y  Ac t i v i t i e s ,  H o b b y  A c t i v i t i e s ,  a n d  G o i n g  ou t  o f  

th e  H ou s e  a n d  w a s  n a m ed  “S o c i a l  H ea l th ”  ( “ ”  i n d i c a t e  a  

l a t en t  v a r i a b l e ) .  T h e  N u m b e r  2  F a c t o r  g r ou p e d  S u b j e c t i v e  

F ee l i n g s  o f  H ea l th ,  Co m p a r a t i v e  H e a l th  D u r i n g  th e  Pa s t  

Ye a r ,  N u mb e r  o f  I l l n e s s e s  Wh i ch  A r e  B e i n g  T re a te d ,  a n d  

S a t i s f a c t i on  w i t h  L i f e  a n d  w a s  n a m ed  “Me n ta l  H e a l th ” .  Th e  

N u mb e r  3  Fa c t o r  g ro u p ed  In s t ru m en ta l  A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  

L i v i n g  ( I A D L)  a n d  Ba s i c  A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  L i v i n g  ( B A D L )  

a n d  w a s  n a m ed  “Ph y s i ca l  H ea l t h ” .   T h e  N u mb e r  4  Fa c t o r  

g r ou p e d  E q u i v a l e n t  In co m e  A m ou n t  a n d  A ca d e m i c  

Ba ck g ro u n d  a n d  w a s  n a m ed  “S o c i o e c on o mi c  F a c t o r ” .  T h e  
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N u mb e r  5  Fa c t o r  g rou p e d  N u mb er  o f  W or k i n g  D a y s  a n d  

Wo rk  Pu rp os e  a n d  w a s  n a m ed  “E mp l o y m en t ” .  Th e  f i v e  

f a c to r s  c on t r i b u t i o n  ra t i o  w a s  5 4 . 9 % .  

Th r ee  y ea r s  l a te r ,  w h e n  e v a l u a t i n g  th e  n ew  n u rs i n g  ca r e  

l e v e l ,  th e  f a c t o r  w h i ch  s h o w e d  t h e  mo s t  d i r e c t  e f f e c t  a n d  

l a r g e s t  i n f l u e n c e  o n  t h e  n u r s i n g  c a r e  l e v e l  w e r e  t h e  3  

H ea l th  F a c to r s  w i t h  a  me a su re m e n t  f o r  me n  - 0 . 4 4 5、a n d  f o r  

w o m e n  - 0 . 5 8 5 .  T h e  d i r e c t  p a t h  f r o m  t h e  E m p l o y m e n t  

Fa c t o r  to  N u rs i n g  L ev e l  w a s  M en  0 . 0 1 3、 a n d  W o me n  0 . 0 1 5 ,  

sh ow i n g  a  s m a l l  e f f e c t .  S o  th e  ov e ra l l  e f f e c t  r e s u l t  o f  3  

H e a l t h  F a c t o r s  t o  N u r s i n g  L e v e l  w a s  M e n  - 0 . 4 4 5、 a n d  

Wo m en  - 0 . 5 8 4 .  Co e f f i c i en t s  o f  d e te r m i n a t i on  o f  th e  n e w  

n u r s i n g  ca r e  l ev e l  a f t e r  t h re e  y e a r s  w a s  2 0 - 3 4 % ,  a n d  t h e  

g o od n e s s - o f - f i t  i n d i c es  o f  t h i s  m od e l  th a t  w e re  ob t a i n e d  

w e r e  N F I = 0 . 9 3 0 ,  C F I =0 . 9 3 4 ,  RM S E A =0 . 0 3 9 ,  i n d i ca t i n g  a  

h i g h  g o o d n e s s - o f - f i t  o f  o u r  m o d e l  t o  t h e  d a t a .   

In  su m m a r y,  th e  e m p l oy m en t  f a c t o r  f o r  s u b u r b a n  r e s i d en t s  

a g ed  6 5  y ea r s  a n d  o l d e r  ( w h o  w e r e  n o t  r e c e i v i n g  l o n g  t e r m  

n u r s i n g  c a re  a t  th e  t i m e  o f  th e  i n i t i a l  s u rv ey )  h a d  l i t t l e  

i n f l u en c e  on  t h e i r  l ev e l  o f  l on g - t e r m  n u r s i n g  c a re  n e ed ed ,  

th r ee  y e a r s  l a te r.  T h e  ca u s e  a n d  e f f e c t  s t ru c tu re  b e ca m e  

c l ea r  b e tw e en  t h e  l ev e l  o f  l on g  t e r m  n u r s i n g  ca r e  n e ed ed ,  

a n d  th e  m a i n te n a n c e  o f  th e  3  H ea l th  F a c to r s  su p p o r t ed  b y  

th e  S o c i a l  Ec on o mi c  Fa c t o r.  

 

【 K e y  Wo rd】  

u rb a n  e l d e r l y  d w e l l e r s ,   

w o rk i n g  s ta t u s ,   

th r ee  h ea l th  f a c t o rs ,   

s o c i o e co n o m i c  s t a tu s  


